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基 本 設 計 概 要 表 
1. 協力対象事業名 

 ベナン国コトヌ漁港整備計画 

2. 我が国が援助することの必要性・妥当性 

(1) 我が国が当該国に対し援助することの必要性・妥当性 
ベナン国の積極的な民主化及び公務員改革、公企業改革、民間部門開発といった経済改革努力に

対する各ドナーの評価は高く、我が国も農業及び基礎生活分野を中心とした無償資金協力及び水産、林

業分野等での研修員受入、開発調査等の技術協力を中心とした援助を実施している。また、同国の構造

調整努力を支援するため 1995年度に 38億円の円借款を供与するとともに、1998年度までに合計 36億
円のノン・プロジェクト無償資金協力を供与している。 

 
(2) 当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性 
ベナン国は、第 1次産業が国内総生産の約 4割を占めるとともに、増加する国民に対する食糧供給源

として重要な役割を果たしている。中でも、水産物は、同国の動物性タンパク質摂取量の 30～50％を占め
る重要な食糧源であるが、水産業の生産効率は低く、国民の水産物摂取量を満たすため年間 20,000 トン
程度の冷凍魚を輸入せざるを得ない状況にある。 
コトヌ漁港は、静穏な水域を有する同国唯一の漁港であり、海面漁業の最大基地として多くの漁船及

び漁民が集結する流通拠点となっている。同港には、ベナン国の海面漁業の総生産量の約１/5に相当す
る年間 1,734 トンが水揚げされ、最大の消費地であるコトヌ市に生鮮魚を供給している。しかしながら、コト
ヌ漁港の漁業は木製のピローグ漁船を用いた零細漁業が中心であり、自然浜に陸揚げせざるを得ないな

ど漁業インフラが未整備である。このため、漁民の労働負担が大きく、作業効率の向上に支障をきたして

いるとともに、劣悪な衛生環境とも相まって、国民に良質かつ十分な量の漁獲物を流通させることが困難

になっている。 
このような状況の改善を図る観点から、漁業局の策定した水産開発計画に掲げられている水産物流通

体制の包括的整備を行うためには、同国最大の漁港であるコトヌ漁港の整備を通じて操業効率の改善を

図り、水産物の供給量を増加させることが必要である。 
 

3. 協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

コトヌ漁港の施設整備を行うことにより、漁船の操業効率の改善を図るとともに、水産物の流通状態を改

善することを目的とする。 
 
4. 協力対象事業の内容 

(1) 対象地域 
ベナン国 コトヌ市 
 

(2) アウトプット 
コトヌ漁港に漁港関連施設・機材が整備される。 
 

(3) インプット 
【日本側】 陸揚岸壁、荷捌場、製氷機等の漁港関連施設の建設、機材の調達 
【相手国側】 給電・給水の引込の実施 
 管理組織の設置 
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(4) 総事業費 
概算事業費 10.23億円（日本国側 10.22億円、ベナン国側 1.21百万円） 
 

(5) スケジュール 
詳細設計期間を含め 26 ヶ月の工期を予定 
 

(6) 実施体制 
実施機関 ： 農業牧畜漁業省 漁業局 
管理運営機関 ： 農業牧畜漁業省 漁業局 
 

5. プロジェクトの成果 

(1) プロジェクトの裨益対象の範囲及び規模 
ベナン国コトヌ市 
裨益人口： 約 750,000人 
 

(2) 事業の目的（プロジェクト目標）達成を示す成果指標 
漁獲物の陸揚げから荷捌き・流通に至る時間の短縮 
本計画による施設整備によって、岸壁に係留された漁船から漁獲物を直接陸揚げすることができ、さら

に台車及び魚箱の導入による効率的な運搬及び荷捌き、セリが可能となる。コトヌ漁港では、種々の漁法

が行われており、漁獲量が最も多いのは旋網漁である。旋網漁が大漁の場合、漁獲物の陸揚げから荷捌

き・流通に至る時間の現況及び将来予測値はそれぞれ下表に示すとおりで、本計画による漁港施設及び

機材の投入によって約 30%短縮される。 
 

漁獲物の陸揚げから荷捌き・流通に要する時間（旋網漁の大漁時） 

作業時間 
作業内容 

2002年 2010年 
陸揚時間 60分 54分 
運搬時間 30分 10分 
荷捌時間 80分 50分 
流通時間 65分 50分 
合 計 235分 164分 

    
6. 外部要因リスク 

(1) 管理事務所による管理・運営指導 
コトヌ漁港の管理・運営組織が漁民や仲買人等の利用者に対して指導・監督を実施する。 
 

7. 今後の評価計画 

(1) 事後評価に用いる成果指標 
漁獲物の陸揚げから荷捌き・流通に至る時間の短縮 
 

(2) 事業評価の時期（案） 
2010年以降 
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